
　本年 4月より、2年ぶり・2度目の所長職を拝命いたしました。

前回の任期中（2020 年度～ 21 年度）には突然のコロナ禍に遭遇し、

世界中の人や組織と同様、当研究所も様々な対応（対面イベントの

見直し、通常業務のテレワーク化、会議のオンライン化等々）に追

われました。その過程では、活動規模の縮小を強いられたり、予期

せぬトラブルに見舞われることもありました。幸いなことに、現在

はほとんどの活動が「正常化」されています。調査・研究部門では、

コロナ禍の中では困難だったフィールド調査が再開され、相談・研

究部門でも、研修会や学習会といったイベントを対面で開催するこ

とができるようになりました。しかし単に元通りになったのではあ

りません。たとえば学内学会部門では、現役学生諸君の活動が以前

よりずっと活発になり、年一回の研究発表会も盛況です。貴重な学

生時代に、授業のオンライン化とサークル活動の制限のため、生身

の人と人として接する機会を奪われた若者たちが、逆境の中から何

を生み出していくのか。一社会学者として興味を引かれると同時に、

当研究所としてもその活動を支援していきたいと思います。
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　調査・研究部門は 2つの柱を中心に活動しています。 1つは調査・研

究プロジェクトで、2023年度は、特進PJ（B）と 6つの一般PJが実施さ

れました。それぞれの活動内容については本紙で紹介されています。

2024年度は、 4つの一般PJが活動を開始しています。

　もう 1つの柱は、講演会・研究会等の実施です。2023年度は、桜井厚

先生（日本ライフストーリー研究所代表理事）をお迎えし、「日本の社会

調査史におけるライフヒストリー研究」というテーマで、森岡清美先生と

中野卓先生の足跡を中心にご講演いただきました。理論的な位置付けと、

調査手法や対象者との関係への考え方との両面から考察する充実した内容

で、質疑も熱のこもったものになりました。� （主任：藤川�賢）

調査・研究部門

2023年度の講演会案内

　相談・研究部門では、Ⅰ．相談活動、Ⅱ．講座・研修活動、Ⅲ．卒後支

援、Ⅳ．研究活動を行っています。

　2023年度は、Ⅱ．講座・研修活動で、「地域創り担い手学習会」と「社

会福祉実践家のための臨床理論・技術研修会」を行い、多くの皆様にご参

加いただきました。また、新たにⅢ．卒後支援に取り組みました。「社会

福祉分野の仕事をしている社会学部卒業生」を対象に、日々の実践の振り

返りや学び、卒業生同士が語り合う場として「明学ソーシャルワーカーの

つどい」、さらに定期的な取り組みとして小規模の「明学ソーシャルワー

カーカフェ」を開催しています。

　2024年度も、同様に取り組んでいく予定です。皆様のご参加をお待ち

しています。� （主任：三輪清子）

相談・研究部門

明学ソーシャルワーカーのつどい

日時：2023.10.28 (土)
　     13:00～17:00

会場：本学白金キャンパス
　　　本館1301教室

対象：

申込方法：
WEBフォームよりお申込みください。
https://forms.office.com/r/VGjv6SNAzP
※難しい場合はメールにてお問合せください
ssoudan@soc.meijigakuin.ac.jp
※自動返信メールが来ない場合、ご入力の
アドレスに誤りがある可能性がございます。
※託児・手話通訳要相談

プログラム予定：
１．教員からのウェルカムメッセージ
２．ワークショップ「ソーシャルワーカーのためのアサーティブ・コミュニケーション」
　　　　　　　　　　講師：本研究所 ソーシャルワーカー　竹沢 昌子
３．グループセッション（小グループでの経験交流）
４．交流会（参加者全員での交流）

お問い合わせ：
明治学院大学社会学部付属研究所　相談・研究部門
ソーシャルワーカー　竹沢 昌子 ・ 森 香苗
〒108-8636　東京都港区白金台1-2-37
FAX/TEL:03-5421-5205
Mail: ssoudan@soc.meijigakuin.ac.jp　

１０月１５日締切

MG
明学ソーシャルワーカーのつどい2023
SWers

明治学院大学社会学部付属研究所 主催

社会学部付属研究所では、今年度から、現在社会福祉分野でお仕事をされている
卒業後10年目までの卒業生を対象に、様々なイベントを行うことになりました。
そのキックオフイベントとして「ソーシャルワーカーのつどい2023」を開催します。
ワークショップで学び、小グループでの経験交流を通じて、日々の実践を振り返り、
新たな学びと出会いのなかで、ネットワークを紡ぐ機会にしたいと思います。
教員、研究所ソーシャルワーカー一同、みなさまのご参加を心よりお待ちしております。

社会福祉分野の仕事をしている
卒業後10年目までの社会学部卒業生
（2010年度生～2019年度入学生）

みなさんの声を
聴かせてください

　明治学院大学社会学・社会福祉学会（通称：学内学会）の2023年度の

活動は、10月に卒業生部会と学生部会が合同で「ヤングケアラー」をテー

マとした講演会を開催し、小田桐麻未氏（ヤングケアラー協会）にお話を

いただきました。12月に開催された研究発表会では、3つの分科会で合

計22件（ゼミ 7件、実習クラス 2件、個人13件）の報告が行われ、それ

ぞれの分科会で活発な議論が交わされました。

　その他、6月の総会では石原英樹教授（社会学科）に「性的マイノリティ

をめぐる寛容性と不可視性」をテーマに特別講演をいただき、また昨年同

様、『Socially+』を年度末に発刊しました。さらに、学生部会（通称：

STEP）には新入生が23名加わり、活発に活動を行っています。どうぞ、

引き続きご支援のほど、よろしくお願い致します。

� （主任代行：和気康太）

学内学会部門 ヤングケアラーとは？
―日本の概況と体験談から考えるこれからについて―

日時 :10 月 28 日（土）10:00~12:00（受付開始 9:30~）
場所 : 明治学院大学白金キャンパス

　　　2号館　2201 教室

ヤングケアラー協会とは？

ヤングケアラー（元）による、ヤングケアラーのための
団体である。日本最大のヤングケアラーのオンラインコ
ミュニティの運営、ヤングケアラーの就職支援、またヤ
ングケアラーが社会に広く認知されるための啓発活動を
行っている。

講師 :小田桐麻未氏
　　　　　　（一般社団法人ヤングケアラー協会理事）

元ヤングケアラー・現若者ケアラー。
学生時代から今に至るまで複数に渡り、家族が精神疾患
を発症。
自分の人生とケアを両立させようとするも困難も多くあ
り、「ケアラーが自身の生活や興味・適性にあったキャリ
アを形成し、納得できる人生を歩めるように」と強く思
い、一般社団法人ヤングケアラー協会の立ち上げから参
画、理事を務める。
相談対応・就職支援・組織運営全般をメインに活動中。

主催：社会学・社会福祉学会　卒業生部会・学生部会

YouTube チャンネル（【STEP】明治学院大学社会学部学内学会）
にて同時生配信も行います

URL：https://youtube.com/live/3Dmo4yGuZIg?feature=share

QR コードはこちら

ヤングケアラーとは
…家族にケアを要する人がいる場合に、家
事や家族の世話、介護、感情面のサポート
などを行っている 18 歳未満の子どものこと

講演会

2023 年度 社会学・社会福祉学会
特別講演会

日時：2023 年６月 24日（土）15：00 ～ 16：30　

場所：明治学院大学白金キャンパス　3201 教室

zoom配信でのハイブリッド開催です（以下のリンク or QR より）

性的マイノリティをめぐる寛容性と不可視性

講師　石原英樹
明治学院大学社会学部教授

明治学院大学社会学・社会福祉学会　学生部会（STEP）

https://soc.meijigakuin.ac.jp/step/

2023年度明治学院大学社会学部学内学会総会・特別講演会
 https://zoom.us/j/92255690996
ミーティングID: 922 5569 0996
パスコード: 45sda6

�各部門主任報告�

特別講演会（2023年度）



　配偶子提供を受けて子どもをもつ生殖医療技術
がある。本プロジェクトでは、不妊治療として提
供卵子によって母親になった女性へのインタ
ビューを行った。さらに、再生医療技術によって
マウスの配偶子形成を行っている研究者に、技術
的・倫理的・社会的課題についてヒアリングをした。
先行研究と実施中の調査を加えて成果を報告する。
� （代表：柘植あづみ）

配偶子提供を伴う
生殖医療技術に関する課題の検討

生涯学習政策における
社会的統合の方法と実際
―デンマーク・成人教育センターの場合―

　本プロジェクトの目的は、環境正義の観点から
リスク認識とその共有可能性を高めていくことで
ある。堀田恭子氏、木村元氏との共同で、PFASな
どの化学物質とアスベストを事例に比較研究を進
めた。気候変動や重金属などの先行研究も参照に、
科学的評価と社会的背景との関係を歴史的に検討
している。� （代表：藤川�賢）

リスク認識の
環境正義に関する比較研究

硫黄島民同郷団体史に関する資料基盤整備
―全国硫黄島島民3世の会と協働して―

　全国硫黄
島 島 民3
世の会との
共同研究プ
ロジェクト
として、 1
月20日 に
シンポジウ
ム「戦争、
国家、失わ
れた故郷―北方領土×硫黄島」、 2月17日に「硫黄
島強制疎開80周年記念シンポジウム」を開催した。
どちらも多数の参加があり、報道でも大きく取り
上げられた。八重山平和祈念館の企画展「強制疎
開―八重山と小笠原・硫黄島」の監修も務めた。
複数年にわたる一般プロジェクトの集大成の 1年
であった。� （代表：石原�俊）

　2022-23年前半の千葉県上総（かずさ）地域に
おける調査研究を前提として、 9月中旬の 2週間、
イタリアの「チッタスロー政策」初発の町である
ポジターノ市、同政策を後発の町として実践して
いるアマルフィ市への訪問と関係者へのインタ
ヴュー、および史資料の収集を行いました。また、
ミノーリ、マイオーリ、チェターラ、ヴィエトリ・
スル・マーレなど、アマルフィ海岸で同政策を実
施する町々の実地踏査も行いました。
� （代表：岩永真治）

千葉県君津市上総地域の地域づくりと
イタリアの小都市構想（チッタスロー）
との関係性に関する実証研究
―ポジターノとアマルフィを事例として―

　遺伝子改変技術の人間への応用は様々な倫理的
問題を惹起するが、特に生殖細胞系列のゲノム編
集は、その細胞から発生してくる個人の同一性そ
のものに影響を及ぼすがゆえに、人の同一性を前
提とする「治療」とは異なる質をもつ。本プロジェ
クトはこの「非同一性問題」に関する先行文献を
網羅的に検討した。� （代表：加藤秀一）

ヒト生殖細胞系列のゲノム編集をめぐ
る〈人々の形而上学〉の概念分析的研究

�2023年度一般プロジェクト報告�

　デンマーク
の成人教育セ
ンターは、多
文化化する社
会のなかでそ
の役割を変化
させてきた。
移民に厳しい
政策の下で、
外国人はいち
早く労働者になることが期待される。成人教育セ
ンターは、彼らに必要となる学習プログラムを開
発してきたが、これが社会的統合にどのような機
能を果たしているのかを、本研究では検討している。
� （代表：坂口�緑）



一般プロジェクト
☆生活保護業務の現状と今後のあり方に関する研究
　―生活保護担当職員の実践から考える―
� （代表�新保　美香）

☆�ヒト生殖細胞系列のゲノム編集をめぐる〈人々の形而上学〉の概念分
析的研究
� （代表�加藤　秀一）

☆社会福祉士国家資格制度の制定と変遷に関する調査研究
　―行政担当者等へのインタビュー調査を通じて―
� （代表�和気　康太）

☆カンボジアにおける生活課題と社会福祉支援
　―日本に移住する人々の母国での生活状況を理解する―
� （代表　明石留美子）

　複合的課題を抱えたマイノリティが置かれた状況を把握し、支援を継続的に行なっていくための課題を明
らかにするために、生活困窮者を支援している 2団体、在日コリアン関連施設・機関3ヶ所でフィールドワー
クとインタビュー調査を実施した。当事者組織や民間団体が
直面する困難や活動を継続していくための戦略などを把握す
るとともに、社会福祉の「正史」の外部におかれた豊かな実
践を掘り起こすことの重要性や、宗教とソーシャルワークの
関係性など、新たな研究テーマも立ち上がった。
� （代表：宮﨑�理）

複合的課題を抱えた人々に対する持続可能な支援に関する研究

�2023年度特進プロジェクト報告�

　相談・研究部門は、2021年度より「誰もが共に地域で自分らしく安心して暮らしていく」ことを目
指し、様々な活動を続けています。2022年度の地域創
り担い手学習会では、居場所づくりや孤立を防ぐ活動を
取り上げました。続く2023年度は、そうした問題関心
を持ちながら「ひきこもり」に焦点を当て、「ひきこも
りなど生きづらさのある当事者の場づくりと地域社会」
を開催しました。この続きとして、少人数の対話を重視
した「連続学習会」を 2回開催し、合計 4名の当事者に
話題提供をしていただきました。2024年度も学習会だ
けでなく、ソーシャルワーカー向けの研修会や、卒業生
向けのイベントなどを開催予定です。詳しい情報は、相
談・研究部門のSNSをご覧ください。

地域創り担い手学習会報告

左：地域創り担い手学習会　右：連続学習会

就労をゴールとするひきこもり支援に対して、ひきこも

り当事者から違和感が表明され、当事者や家族によって

様々な場がつくられています。

本学習会では、ひきこもりなどの生きづらさを抱えた当

事者のお立場からご活躍されているお二人をお招きし、主

に居場所づくりの活動についてお話頂きます。また、コー

ディネーターも含めたトークセッションを行います。

本学習会が、当事者や家族、支援者、そして参加者の皆

様がそれぞれの活動を展開し、誰もが自分らしく生きられ

る地域社会の在りかたを考える一助となることを願って

います。

当事者や家族、地域活動や支援に携わっている方々、地

域住民など、ご関心のある皆様に参加して頂きたいと考え

ています。

学習会終了後、希望者で交流会も行う予定ですので、是

非この機会に一緒につながりをつくって頂きますよう、よ

り多くの皆様のご参加をお待ちしております。活躍され
ている民生委員から話題提供して頂き、つながる
／つながり続けるためのヒントを得ながら、この
学習会をひとつのつながりの場として、共にこの
問題について考えていければと思います。

フォームからお申込みください

※難しい場合はメールにてお問合せください

※自動返信メールが来ない場合、
入力頂いたアドレスに誤りがある可能性がございます。

３２０１

年７月９日（日）
１３：００～１５ ３ 受付開始 ～

明治学院大学社会学部付属研究所 担当：森香苗
〒 東京都港区白金台

・登壇者による話題提供
・トークセッション
・質疑応答
・希望者による交流会

〇 登壇者

・林 恭子 氏（ひきこもり 会議 代表理事

高 で不登校、その後 代まで断続的にひきこもる。信頼できる精神

科医や当事者仲間との出会いにより少しずつ自分を取り戻す。現在は

様々なマイノリティの当事者・経験者らで立ちあげた団体で、居場所や

当事者、支援者向けの講座、講演等をしている。

・すみれ 氏（当事者会 からふらっと サポーター）

歳の時に環境の変化の積み重ねにより、約 年程ひきこもる。それ

以前からも生きづらさを抱えてきたことに気づき、どうすればそれが減

るのか、居場所作りを手伝いながら、興味のある美術やアートを通して

福祉や教育にアプローチできたら、と日々模索中。

〇 コーディネーター

・関水 徹平 准教授（本学社会福祉学科教員）

～当事者の視点から考えるこれからの支援と地域社会の在りかた～
～続・当事者の視点から考えるこれからの支援と地域社会の在りかた～

ひきこもりなど生きづらさのある当事者・経験者
とともに支援の在りかたを考える連続学習会

日時︓2024年1月19日（金）15:00～16:40（100分）
場所︓明治学院大学社会学部付属研究所

ゲスト︓丸山康彦さん（不登校・ひきこもり相談室「ヒューマン・スタジオ」代表兼相談員）

　　  　 割田大悟さん（ひきこもり当事者グループ「ひき桜」in 横浜代表）

プログラム予定︓ゲストによる話題提供の後、小グループに分かれ

対話を実施、全体で共有後、ゲストによるコメント

第１
回

定員：各20名（先着順）・要申込（右記のQRコードかURLからお申込みください）

明治学院大学社会学部付属研究所 主催

　本学習会は、2023年7月に本研究所が開催した学習会の続編です。本学習会では、ひきこもりなど
生きづらさのある当事者・経験者とともに、私たちが生きる社会の在りかた、望ましい支援の
在りかたについて考えます。ゲストスピーカーには、当事者活動や相談活動に取り組んでこられた
立場からお話いただき、参加者同士の対話へとつなげていきたいと思います。

https://forms.office.com/r/KvhtHdkUWa

対象：支援者もしくは今後支援や当事者活動に携わりたいと思っている方

お問い合わせ：明治学院大学社会学部付属研究所
mail ssoudan@soc.meijigakuin.ac.jp ／ TEL 03(5421)5205

日時︓2024年3月15日（金）15:00～16:40（100分）
場所︓明治学院大学社会学部付属研究所

ゲスト︓すみれさん（生きづらさを抱える当事者の居場所「からふらっと」サポーター）

　  　　 まいさん（「からふらっと」参加当事者）

プログラム予定︓ゲストによる話題提供の後、小グループに分かれ対話を実施予定

第２
回

公式SNS
LINE Facebook Instagram X（Twitter）

2024年度社会学部
付属研究所スタッフの紹介

所　　長 加藤　秀一
調査・研究部門主任 藤川　　賢
相談・研究部門主任 三輪　清子
学内学会部門主任 深谷　美枝
所　　員 松波　康雄
　 〃 榊原　美紀
　 〃 関水　徹平
　 〃 柘植あづみ
　 〃 佐藤　正晴
　 〃 和気　康太
研究調査員（調査・研究部門） 稲毛　和子
ソーシャルワーカー（相談・研究部門） 竹沢　昌子
助　　手 森　　香苗
教学補佐 坂本　啓子
学内学会部門事務担当 二木　鈴香

2024年度社会学部付属研究所
プロジェクトの紹介


